
び会ネ士情報

重塾占己  ラ=‘ 5ア‘三ノ ト

社名

住

担当部門

整理番

製

会 

2. 危険有害性の要約

GHS分類

物理化学的危険性
火薬類

可燃性 引火性 ガス
可燃性 引火性エアゾール

支燃性醐ヒ性ガス
高圧ガス

憧夜体

可燃性固体
自己反応、性化学品
自然発火住夜体

自然溌火性固体

自己発熱性化学品
水反応可燃性化学品

憧夜体
酸化性固体
有

金属腐剣生物質
健康 に対する有害性

急性毒性 (経口)

急性割生 (経皮)

急性謝生 (吸入 ガス)
急性副生 (吸入 蒸気)

急性副生 (吸入 粉じん)

急性副生 (吸入 ミスト)

皮膚腐食性 刺測生

眼に対する重篤 な損傷 眼刺激 性

呼吸暑副訓制生

皮膚感作性
生殖細胞変異原、性
発がん性
生殖副生

引火

酸化

櫛邑酸化物

所

名

石原産業株工弌餅士

大阪市西区江 戸堀1丁目3番1 5号

Ξ重県四日市市石原町1禅也

石原産業株工弌餅士環境 安全衛生統括部

電話 059－345－6205 FAX 05g－345－6206

石原産業株式餅士四日市工 場

有機生産音剛イ”杠ンス生産技術グループ

電話 059－345－61W FAX 価9－345－6180

平成 7年 9月 5日

平成2 3年 7月 1 日⑤

緊急連絡先

A－1 03 3

クロロ 1 PC 「石原」乳剤

分類できない

区分外

分類 対象外
分類 対象外

分類 対象外
分類できない

区分5

区分5

分類 対象外
分類できない

分撤橡外

分類できない

分類できない

区分2A

分類できない

区分タト

分類できない

区分2

区分旧

改訂日

石原産業 (株) A－ 1 0 3 3
クロロ1 PC 「石原」 乳剤

平成2 3年 7月 1 日 5 1/7頁

成

訂

作

改

翁

ミ

号

口
口

1 化学物質及 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特定標的臓器 全身劃生
(単回ばく露)

特定標的臓器 全身翻生
(反復ばく露)

吸引性呼吸器有害性
環境に対する有害性

水生環境郁y性有害性
水生環謝‘脚生有害性

ラベル要素

絵表示又はシンボル

区分
(中枢神経系, 腎臓毒,1生
器,血液 全身劃生)
区分3 (麻酔作用)

区分2

(中枢神経系, 視覚器,
血液 鼻)
区分1

注意畷Ξ語

危険有害樹胃報

炎, 感嘆符,健康有害住環境

@①
危険

引火

飲み込むまた1す皮膚に接触すると有害のおそれ
強い眼刺激

発がんのおそれの疑い
生殖能また1= 胎児ヘの悪 影響のおそれ
中枢神経 系、 腎臓劃生、 視覚器、 血液 または全身劃生の障害のおそれ
眠気やめまいのおそれ

長期ないし反復暴露による中枢神経系、 視覚器、 血液 または 鼻の障害のおそれ
飲み込 んで気道にイ曼入すると生命に危険のおそれ
水生生物に毒性

長期

【安全 対策】

安全 対策については、 「7 取扱い及び保管上の注意」、 「8. 暴露防止及び保
嵩昔圖を参照。

熱/火花/裸火 /高且のもののような着火 源 力追遠ざけること。 一禁煙
容器を密閉しておくこと。

容 器を接地すること/アースをとること。

防爆型の電気機 器/換気装 置/照明機 器を使用すること。

火花を発生させない工具を使用すること。
静電 気放電 に対する予防 措置を講

保護手袋/保護1 ,”保護面を着用すること。
取扱い後は手をよく洗うこと。

使用前に取扱説明書を入手すること。
すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
指定された個人用保護具を着用すること。
ミスト/蒸気を吸入しないこと。
この製品を使用する時に、 飲食又は喫煙をしないこと。
屋外または換気のよい場所でのみ使用すること。
環境ヘの放出を避けること。

憧夜体 およて儀気

的 影響により水生生物に劃生

ずること。

区分2

区分2

石原産業 (株)
クロロ1 PC

改訂日 平成2 3年 7月 1 日 5

A－103 3

「石原」 乳剤
2/‘7頁

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



危1瑜物第4美碑2石油類であるので、取扱は消防法の定めに従って使用すること。

眺急措置】

応急処置については、 「4. 応急1昔置」、 「5. 火災時の措圖を参照。

皮膚 (また1ネ髪)にかかった場合・直ちに、 汚染された衣類を全て脱ぐこと/取

り除くこと。皮膚を油k/シャワ一で先うこと。

火災の場合 消火に水・粉末 炭酸 ガス 泡消火器を使用すること。

気分力辱いときは、 医師に連絡すること。

目に入った場合:フkて数分間;主意架く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用

していて容易に外せる場合は外すこと。 その後 も洗争を続けること。

眼の刺激 力続く 場合は、 医師の診断/手当を受けること。

暴露又は暴露の懸念力ξある場合 医師の診断/手当を受けること。

吸入した場合 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

飲み込 んだ場合 直ちに医師に連絡すること。

無理に吐かせないこと。

漏出物を回収すること。

【保管】

保管については、 「7 取扱い及び保管上の注意」 を参照。

換気のよし暢所でイ呆管すること。 涼しいところに置くこと。

施錠して保管すること。

容 器を密閉しておくこと。

危険物第4美禪2石油類であるので、 消防法の定めに従って保管すること。
【廃棄1

廃棄については、 「1 3. 廃棄上の注意」 を参照。
内容物/容器は、国/都道府県/市田井樗 の法・条伊11に従って適切に廃棄するこ

と。

3. キ且成、 成5デ情報
単一製品 混合物の区分

成分及び含有量

一般名

i 物

A－1033
「石原」乳剤

3/7頁

石原産業 (株)

クロロ1 PC

改訂日 平成23年 7月 1 日⑤

クロロプロファム

イソプロビレN－(3ーク叩フェニイル)
かバメート

トリ野ι,、‘ン
ゼ

ンナフタレン

鏑由

インテ、ン その他化学名

C‘H.(C田.
ノノ \\

\\
ノ
ノ

‘\

/ /
ノウハウのため
非公開

構造式
/\NHC02CH(CH3ル

0.4～6.0%2.0～6.眺 0.脇以下 27.4～37.錦含有量 % 妬.脇

③一フ(4)－311 (4)－580 ノウハウのため

立} ノウハウのため

鮖一13－6 ノウハウのため

非公開
官報公示整理番号イ 法 (3)－3217

立釜 立ミ 
非公開

官報公示整理番号安衛去 4－(6)－45

91－20－3
非公開

CAS NO 101－21－3

合
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既き)

一般名

化学名

構造工弌 (化学式)

含有量 %

官報公示整理番号 イ旛法

官報公示整理番号 安衛法

CAS NO

4. 応急1昔置

皮膚はた1す髪) 1こかかった場合 直ちに、汚染された衣類を全て脱ぐこと/取り除くこと。皮膚を湘k/シ
ヤワ一で先うこと。

消火に水 粉末炭酸ガス 海肖火器を使用すること。

水で数分間j主 く洗うこと。 次に、 コンタクトレンズを着用していて容易に外せる

合は外すこと。 その後も洗争を続けること。

眼の刺激 力戦く 場合は、 医師の診断/手当を受けること。

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

気分力壊いときは、 医師に連絡 すること。

暴露又1は暴露の懸念力ゞある 場合 医師の診断/手当を受けること。
飲み込んだ場合 直ちに医師に連絡すること。
無理に吐力、せないこと。

漏出物を回収すること。

火災の場合

目に入った場合
場

吸入した場合

A－1 03 3

「石原」 乳剤
4/7頁

5. 火災時の措置

消火方法

、、,

6. 漏出時α井昔置

少量の場合は、 土砂、 ウエス等に吸着させて回収する。 多量の場合は、 流出を土嚢等により止め、 周辺に口ー

プ等を張って火気を遠ざけると共に関係者以外は立入禁止として保護具を着用して回収する。

公共の水路 水源等に流出したときは、 警察 水質関係官庁に知らせる。

火

小さな火災の場合は、水 ・粉末・炭酸

より行うこと。

大ま見模火災の場合は、 水、 泡消火剤を用いて空気を遮断すること。

消火作業は、 必ず保護具を着用し、 風上より行ない、 有害ガスの吸 入を避けること。

水 粉末炭酸ガス海肖火器

か

ス・泡消火器で消火を行い、 消火活動は風上

剤

7 取扱い及び保管上のj主意

取扱いの注意 熱/火花/裸火/高温のもののような着火原から遠ざけること。一禁厘

容 器を密閉しておくこと。

容 器を接地すること/アースをとること。

防爆 型の電気機 器/換気装 置/照明機器を使用すること。

火花を発生させない工具を使用すること。

静電勧曳電に対する予防 措置を講

保護手袋/保護”艮鏡/保護面を着用すること。

取扱い後は手をよく洗うこと。

使用前に取扱説明書を入手すること。

ず

ること。

改訂日

石原産業 (株)
クロロ1 PC

平成2 3年 7月 1 日⑤

有

2ープ飢ソール

(CH゙ 2CHOH

3.0%

②一207

立ミ 

67－63－0

”ノール

CH30H

2.眺

②一201

立ミ 

67－56－1

機容剤 界面謝蛸牌

その他

ノウハウのため非公開

9.眺

ノウハウのため非公開

ノウハウのため非公開

ノウハウのため非公開

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
指定された個人用保護具を着用すること。

ミスト/蒸気を吸入しないこと。

この製品を使用する時に、 飲食又1ネ喫煙をしないこと。
屋外または換気のよい場所でのみ使用すること。
環境ヘの放出を避けること。

危1険物第4類第2石油類であるので、 財及は消防法の定めに従って使用すること。

取扱場所に、 関係者以外の立入を禁止すること。

換気のよい場所でイ呆管すること。 涼しいところに置くこと。
容 器を密閉しておくこと。
施錠して保管すること。

危険物第4類第2石油類であるので 消防法の定めに従い保管すること。

保管上の注意

8. 暴露防止及び保管措置
管理濃度

許容濃度

20OP師

20OP師

設定されていない

設定されていない

設定されていない

メタノール

2ープロパノール

ナフタレン

1,2,4ートリメチル

イン デン
ACGIH TLV－TWA メタノール

2ープロパノール

ナフタレン

1,2,4ートリメチルベンゼン

イン フ・ン

局所ぢ甑装 置の備わった場所で取扱う。

呼吸 用保護具 有機

イ呆護眼鏡

保護手袋

保護衣

200 即m 260 mvm‘ (2010年版)

400 即m 980 m舒m3 (2010年版)

設定されていない
ベンゼン

カス用マスク エアーライン

ゴーグル

ゴム手袋 ビニーノ呼袋

ゴム長靴 ビニーノ哈羽

メタノール

2ープロパノール

ナフタレン

トリメチル

イン フ・ン

日本産業衛生学会

ベンゼン

9. 物理的及び化学的性質

観

A－1 033

「石原」 乳剤

5/7頁

25 即m 120 m舒m. (2010年版)

設定されていない
200 叩m (2009年版)
200 即m セ009‘手版)

10 即m (20og年版)

25 P師 (20og年版)

5P師 (2009年版)

.゙.、

1 0.安定1生及び反応性
11(

11く

発限界

燃 性

発火性 (自然溌火性,

,,写、弓

口

解

黄褐色透明可孚Lイビ由状液 体

データなし
データなし
データなし
データなし
データなし度

32%》

データなし
データなし
可燃住夜体

水との反応姓)

空気呼吸 器

なし

石原産業 (株)

クロロ1 PC

改訂日 平成2 3年 7月 1 日⑤

策

具

ヌ備設

保
一

口

比

酬

溶
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化 性

自己反応性 爆剰生

粉塵爆発性 なし

通常の剣牛において安定安定性 反応性

1 1 有害

‘ LD釦 5404mvkg(ラット子), 4610mvkE(ラット早)

LD釦 >20oomvkE(ラットず,, 早)
データなし

刺激 性あり (ウサギ, クロロプロファム原、体)
皮際惑作捗よし

変 異 原 性 データなし

発

生

特定標的臓 器毒性 (単回ばく露) メタノール(区分1 中枢神経系, 視覚器, 全身毒閏が2%含まれること、

2ープロパノール(区分1 中枢神経系, 腎臓, 全身副劣が3%含まれること、 ナフタレ
ン(区分1 .血潤 が2.0～6.眺含まれることから区分2(中枢神経系, 腎臓, 視覚器, 血

液全身毒閏とした。また、区分3傭酬乍用)の鉱由として40,2%を含む、ことから

区分3 傭酔作用) とした。

特定標的臓 器毒性(反復ばく露) .メタノール(区分1・中枢神経系,視覚器)が2%含まれること、ナフタレン(区

分1 .血夜眼,鼻)が2.0～6.眺含まれることから区分2(中枢神経系,視覚器,血液 ,
鼻)とした。

吸引性呼吸器有害性 区分1の鉱由として40.2%を含むことから、区分1とした。

情報

経口

経皮

吸入

刺激 (皮書, 眼)

作 性 ゙
 

区分2のナフタレンカゞ2.0～6.0%含まれることから区分2とした。
区分侶のメタノールが2%含まれることから区分伯とした。

が ん

L 毒 性

性

なし

なし

性

12.環境影響情報

解 性

積 性

水生環境急性有害性

分

水生環境慢性有害性

13.廃棄上の注意

焼却 処 分

データなし

データなし

コイ

オオミジンコ

区分2の鉱油として40.2%を含むことから区分2とした。
区分2の鉱油として40.2%を含むことから区分2とした。

本混合物の成分54.8%について1ネフk生環境有害性力坏明である。

LC5。 10.9mg/L (96時問)

16mE/L (48時間)EC釦

容

14.輸送上の注意

国剛見則

国連分類

国連番号

品名

容 器割及

海上規制情報

海洋汚染 物質

航空規制情報

国内ま態”

器

焼却時、有害ガスが発生するので、アルカリ吸収設備の備わった場所で国/都道府

県/市町キ持の法 条伊1に従って安全に処理すること。

内容物を使い切った後、 国/都道府県/市畊持の法 条伊11に従って適切に廃棄す
ること。

1993

Flammable liquid, n.0.S.
Ⅲ

IMDG codeの規制に従う
該当

ICAO, 1ATAの規制に従う

石原産業 (株)
クロロ1 PC

改訂日 平成23年 7月 1 日⑤

A－1 033

「石原」 乳剤

6/7頁

性
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陸上規制情報
海上ま見制”青報

航卦見佑Ⅲ 青報

安全

危1倫物第4類第2石油類 引火憧夜体であり、 消防法の定めに従って実施する。
定められた密閉の容器に入れ、運搬に際しては、箱の落下損傷がないよう積み込みイ苛崩れの防止と水漏れ
や舌 取扱を避ける。

消院去の規制に従う

船舶安全法の規制に従う

航空去の規制に従う

刻策

用 法

聴帝法

15.
農薬

消防法

労働安全衛坐去

第7693号

危険物第4類第2石油類 (水溶樹

引火性のもの

第57条(表示ヌ橡物質)

PRTR}去

メタノール(第36号)
イソプロピルアルコール(第2－3号)

第57条の2 (避U対象物質) メタノール(第560号)
プロパノール(第494号)
ナフタレン (第408号)
トリメチルベンゼン (第404号)
インデン (第59号)

第一轡旨定化学物質 ナフタレン (第302号)

イヒ審法

16.その他の情報
石原の農薬 (石原産業株式僻ガ

第二劉旨定化学物質

第二種監視化学物質

第Ξ種監視化学物質

記載内容の取り扱い
Ξ己載内容1証即寺点で入手出来る資料、 情報、データ等1こ基づいて作成しており、新しい知見により改訂 される
ことがあります。又、注意事項よ通 常の取扱いを 対象としたものであって、特別な取扱いをする場合は用途

用法1こ適した安全対策を実施の上、 ご利用下さい。

記載内容は愉&1是供であって、 保証されるものではありません。

3.6% (2.0～6.0幻

(標準 分棉直として)

1,2,4ートリメチルベンゼン (第296号) 1.フ% (0.4～4.0%)

(標準分棉直として)
該当しない
ナフタレン (第1000号)
ナフタレン (第233号)

1,2,4ートリメチルベンゼン (第184号)

石原産業 (株)
クロロ1 PC

改訂日 平成23年 7月 1日⑤

A－1033

「石原」 乳剤

フ/、7頁
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